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AKAIGAWA

広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

令和４年度開校120年記念都小学校学習発表会／2022年10月22日

02 	この冬の除雪計画
04 	財政状況の公表 
06 	トピックス 地域公共交通意見交換会を開催しました・令和４年度開校120年記念都小学校学習発表会 ほか
08 	スポーツニュース 各種大会の結果
09 	健康支援センターだより	ひよこの会お片付け講座・血圧上昇注意 ほか
10 	むらの事件簿	消防団各戸査察・余市警察署だより 詐欺電話シャットアウトセミナー開催 ほか
12 	お知らせ伝言板 原油価格高騰対策支援給付金申請受付・年末年始休務のお知らせ ほか
20 	赤井川村写真館・編集後記 
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道路名 除雪路線及び除雪期間 延長 期間 除雪相談・連絡先

国　道

３９３号
◇小樽市国道５号を起点に樺
　立トンネルまで

42.7㎞
自 4.11.１
至 5.3.31

（降雪時随時）

小樽開発建設部小樽道路
事務所第２工務課
℡ 0134-22-9116

◇樺立トンネルから倶知安町
　国道276号まで 15.7㎞

小樽開発建設部倶知安
開発事務所工務課
℡ 0136-22-0133

道　道

余市赤井川線
◇余市町国道５号を起点に赤
　井川村字都、明治入口まで

13.2㎞
自 4.11.1
至 5.3.31

小樽建設管理部事業室事
業課施設保全室
℡ 0134-54-7670

仁木赤井川線
◇仁木町国道５号を起点に赤
　井川村字都、都郵便局まで

13.3㎞
小樽建設管理部余市出張
所施設保全室
℡ 0135-23-2196

村　道
59路線
◇下記に記載
　ご不明な点は役場建設課土
　木係にご確認ください。

55.1㎞ 自 4.11.1
至 5.3.31

赤井川村役場
建設課土木係
℡ 0135-34-6211（代表）
　 0135-48-6275（直通）

村道等除雪路線
今年度の村道等除雪路線は下記のとおりです。

除雪箇所図
〈赤井川地区〉

〈都地区〉

〈赤井川市街地区〉

〈落合・常盤地区〉

除雪計画
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雪捨て場案内
〇開設期間　令和５年１月１日～３月12日（土・日に限る）
〇開設時間　午前９時～午後３時

除雪事業推進のための住民協力のお願い
★道路及び歩道上に除雪の妨げとなる障害物を出さないでください。
★除雪道路及び歩道への雪の投棄、押し出しを禁止します。
★歩道への屋根雪の投機を禁止します。
★歩道除雪後は、車道を歩かないで歩道を歩きましょう。
★除雪・排雪時には、作業車輌に近寄らないでください。
★除雪の妨げとなる路上駐車はやめましょう。
★一人一人がルールとマナーを守り、冬の暮らしを安全・快適に過ごしましょう。

協
力
し
合
っ
て

協
力
し
合
っ
て

快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を

快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を

雪捨て場位置図（赤井川地区） 雪捨て場位置図（都地区）



4� 広報あかいがわ　2022.12.1

　予算現額に対する執行状況は、歳入が12億1,294万円（対前年比2,189万円減）、歳入率
は43.0％（前年同期43.4％）で、その内訳は次のとおりです。◆歳　入�

村　　　税 35,367.4万円
13,297.3万円 （37.6%）

株式等譲渡所得割交付金 24.0万円
0.0万円 （0.0%）

地方消費税交付金 2,600.0万円
1,728.1万円 （66.5%）

法人事業税交付金 130.8万円
147.5万円 （112.8%）

自動車取得税交付金 300.0万円
120.5万円 （40.2%）

歳　入　合　計 282,308.8万円
121,294.3万円 （43.0%）

分担金及び負担金 392.6万円
42.5万円 （10.8%）

使用料及び手数料 3,149.4万円
1,370.5万円 （43.5%）

繰　入　金 8,922.1万円
0.0万円 （0.0%）

繰　越　金 13,354.3万円
13,354.3万円 （100.0%）

村　　　債 13,165.5万円
0.0万円 （0.0%）

国庫支出金 38,119.2万円
827.5万円 （2.2%）

道 支 出 金 6,777.1万円
966.0万円 （14.3%）

財 産 収 入 850.2万円
329.6万円 （38.8%）

◆歳　出
議　会　費 4,823.6万円

2,384.8万円 （49.4%）
総　務　費 85,294.0万円

29,869.5万円 （35.0%）
民　生　費 37,727.6万円

17,010.5万円 （45.1%）
衛　生　費 26,939.9万円

13,094.1万円 （48.6%）

商　工　費 12,821.3万円
6,729.6万円 （52.5%）

歳　出　合　計 282,308.8万円
110,245.8万円 （39.1%）

消　防　費 15,854.5万円
7,703.7万円 （48.6%）

教　育　費 21,779.4万円
7,351.2万円 （33.8%）

予　備　費 324.1万円
0.0万円 （0.0%）

公　債　費 24,475.5万円
12,246.6万円 （50.0%）

土　木　費 35,113.4万円
9,678.0万円 （27.6%）

農林水産業費 16,488.9万円
4,177.8万円 （25.3%）

　　　令和４年度９月末現在
　　　一般会計予算総額28億2,308万円の執行状況

諸　収　入 7,100.1万円
2,492.4万円 （35.1%）

地方特例交付金 35.6万円
35.6万円     （100.0%）

地方交付税 111,542.7万円
75,800.1万円 （68.0%）

配当割交付金 24.0万円
6.7万円 （27.9%）

地方譲与税 4,434.8万円
1,335.2万円 （30.1%）

寄　附　金 36,010.2万円
9,438.1万円 （26.2%）

　上半期の歳出は11億245万円（対前年比1億8,234万円減）、歳出率39.1％（前年同期45.2％）そ
の内訳は次のとおりです。

利子割交付金 8.7万円
2.3万円 （26.4%）

　   財政状況の公表�

交通安全対策特別交付金 0.1万円
0.0万円 （0.0%）

災害復旧費 666.6万円
0.0万円 （0.0%）



5 広報あかいがわ　2022.12.1

◆特別会計
歳　出 1,756.5万円

493.8万円 （28.1%）
歳　入 1,756.5万円

978.3万円 （55.7%）後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

歳　出 4,285.9万円
2,040.4万円 （47.6%）

歳　入 4,285.9万円
２,831.9万円 （66.1%）国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

歳　出 12,166.6万円
4,300.7万円 （35.3%）

歳　入 12,166.6万円
5,107.8万円 （42.0%）簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

歳　出 8,356.0万円
2,764.3万円 （33.1%）

歳　入 8,356.0万円
3,041.7万円 （36.4%）下 水 道 事 業 特 別 会 計

　４つの特別会計を併せた予算執行状況は、歳入率45.0％（前年同期47.7％）、歳出率は36.1
％（前年同期41.1％）となっています。

「ゼロカーボン」ってなあに？　第１回「ゼロカーボン」とは？
　今年の初夏から、村内事業者の皆さま、農業者の皆さまにエネルギー使用量の調査依頼を、また、８月～９月
にかけて北海道大学大学院工学研究院循環共生システム研究室所属の嶋村さんが村内を訪れ、村内のご家庭に
エネルギー使用料の調査を依頼いたしました。ご協力いただきありがとうございました。
　ご協力いただいた皆さまのなかには、「その調査が何につながるのか？」と疑問を持たれた方もいらっしゃるか
と思います。皆さまにご協力いただいた調査の結果を取りまとめ、広報あかいがわ等でお知らせする前に調査結
果をより実りあるものとして読んでいただくために、「ゼロカーボン」に向けての赤井川村や北海道、国の取り組み
などをこの紙面で複数回に分けて取り上げたいと思います。

　初回の今回は、「ゼロカーボン」とは何か？また、なぜ、取り組む必要があるのか？を紹介します。
【「ゼロカーボン」や「脱炭素」など、何がどう違うの？】
　「ゼロカーボン」や「脱炭素」などよく耳にする言葉をいくつか紹介します。
〇ゼロカーボン…二酸化炭素の排出量をゼロにすること。
〇脱炭素…地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの排出量を2050年までにゼロにすること。
〇カーボンニュートラル…二酸化炭素などの温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させ排出量を実質ゼロに抑えよ
　　　　　　　　　　　うとすること。
〇カーボンオフセット…削減できなかった二酸化炭素の排出量
　　　　　　　　　　を自社以外での環境保護活動や他社の
　　　　　　　　　　削減量の購入などで埋め合わせる（＝オ
　　　　　　　　　　フセットする）ことで、間接的に実質ゼロ
　　　　　　　　　　を目指すもの。
〇カーボンフリー…温室効果ガスを排出しない、太陽光や風力
　　　　　　　　  などの自然エネルギーを使用すること。

【なぜ、取り組む必要があるの？】
　近年国内外で多発している、自然災害の激甚化・頻発化の要因として地球温暖化に伴う気候変動が挙げられ、
今後、豪雨や猛暑のリスクが更に高まることが予測されています。
　気候変動の原因となっている温室効果ガスは、経済活動・日常生活に伴い排出されています。1人ひとりの衣食
住や移動といったライフスタイルに起因する温室効果ガスが日本全体の排出量の約6割を占めるという分析もあり、
国や自治体、事業者（企業）だけの問題ではありません。誰もが無関係ではなく、あらゆる主体が取り組む必要が
あります。
　産業革命以降、温室効果ガスの濃度は急激に上昇しています。大気中の温室効果ガスの濃度が上昇することに
より、宇宙に放出されるはずの熱量が減少し、そのまま熱量が地球に留まってしまいます。北海道内の平均気温は
この100年でおよそ１．６３℃上昇しました。たかが１℃と思われるかもしれませんが、気温が１℃上がるごとに大
気中の水蒸気が７％増えます。北海道でもドカ雪が降ることがありますよね？それは、海から湿った空気が流れ込
み、次々と雪を降らせる雲が発生し雪を降らせるためです。それが夏では、雨になります。
　地球温暖化と聞くと「平均気温が上昇する」、「南極や北極の氷が溶ける」イメージが強いかもしれませんが、そ
れだけではなく様々なことが起こります。
　将来の世代も安心して暮らせる、持続可能な経済社会をつくるため、今から、カーボンニュートラル、脱炭素社
会の実現に向けて、取り組む必要があります。

（出展：環境省ホームページ、日本気象協会、イミダス）

カーボンニュートラルとは
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令和４年度開校120年記念都小学校学習発表会
2022.10.22　都小学校

　10月22日（土）、「令和４年度開校120年記念都小学校学習発表会」
が実施されました。
　全校児童によるカルデラ太鼓の演奏で開幕し、一輪車や縄跳び、
合唱の披露に続き、学年ごとに劇やダンスの発表がありました。カ
ルデラ太鼓の演奏はとても12人とは思えない程力強く、劇では全
編英語で演じるなど、児童たちがこの日のためにたくさん練習を重
ねたことが伺えました。
　学習発表会の最後は、６年生による「閉会の言葉」で閉幕となりま
した。
　その後、３年ぶりの開催となる「もちつき集会」が行われました。
１年生～３年生までの児童は小学校に入学してから初めてのもちつ
きで子ども用の杵で一生懸命に餅をつき、高学年の児童は大人用
の大きな杵を使い力強く餅をついていました。
　児童たちは、つきたての餅をお雑煮などにしてとても美味しそう
に頬張っていました。
　児童の皆さん、お手伝いや準備されていた保護者の皆さん、学
習発表会ともちつき集会と長時間にわたりお疲れさまでした。

　むらバス運行から半年が経過し、利用してみての感想やご意見
をお伺いするため、本村地区（日ノ出地区～旭丘地区）、曲川・都
地区、落合・常盤地区の３地区で懇談会を開催し、12名の方に参
加いただきました。
　主な意見として、ダイヤ、路線、支払い方法、周知方法など貴重
な意見を伺うことが出来ました。
　バス利用される皆さん全員が満足するむらバス運行は難しいこと
ですが、これらのご意見を参考に、より良いむらバス運行を検討し
ていきます。

地域公共交通意見交換会を開催しました
2022.10.14,18　健康支援センター、都住民センター、落合住民センター
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Topics

　10月23日（日）に、赤井川小学校の学芸会が実施されました。
　今年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止策として、各
家庭の参観人数を制限するなどの協力をいただき、１部を体育館、
２部を各教室等で行いました。
　１部の体育館での発表は、音読や合唱、合奏、リコーダー演奏、
ダンス、縄跳びなどを行い、参観にきた保護者から児童たちに温
かな拍手が送られました。４月に入学したばかりの１年生の成長に
は、特に目を見張るものがありました。
　２部の教室での学習発表は、「総合的な学習」や国語、社会の
時間で学習したことの発表が行われました。児童たちは、タブレッ
トを使ったプレゼンテーションや社会科見学で訪れたゴミ処理場に
ついてのまとめの発表、作文や音読の発表を行いました。初めは
緊張した面持ちでしたが、回数を重ねるにつれ、徐々に慣れてきた
様子で発表を行っていました。
　この日の発表のために児童たちは、様々な工夫や練習を行い、
その成果を発揮することができました。
　児童たちの成長がみられた赤小の発表会でした。

赤井川小学校学芸会
2022.10.23　赤井川小学校

第２回学校運営協議会を開催しました
2022.10.26　赤井川村役場

　今回は各部会に分かれ、令和４年度前期学校評価について協議
していただき、その後全体交流を行いました。
　全体交流に引き続き、後志教育局社会教育指導班の方 を々交え
て熟議を行いました。
　これまで本村の子どもたちに求められる力をつけるために、学校、
保護者、地域がどう関わって環境を整えるかという視点で話し合い
を進めてきており、今回の学校運営協議会では「統合のメリット・
デメリット」をテーマに話し合いを持ちました。
　この課題については、学校、区会、各団体から様々なご意見を
いただきながら議論を進めていくことが重要だと捉えています。
　今回の様々な意見交流を踏まえ、子どもたちの教育環境を一層
充実させていきたいと考えています。

カボチャランタン作り
2022.10.27　村体育館

　文化祭で展示するカボチャランタン作りを実施し28名の参加が
あり、ランタンの作成は子どもたちだけでなく保護者の方の作成し、
なかには凝ったデザインのものありました。
　今年もたくさん素敵なデザインのカボチャランタンができあがりま
した。初めて参加してくれた方、毎年参加してくれている方、皆で
楽しくランタンを作ることができました。
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北海道原子力防災訓練
2022.10.31　赤井川村内

　10月31日（月）に、国及び北海道並びに赤井川村を含む後志管内
13町村が主催する北海道原子力防災訓練を行いました。
　村内では防災無線・消防広報車輌による広報訓練、各施設・団
体への通信訓練、モニタリングポストの設置や緊急時環境モニタリ
ング訓練を実施しました。
　原子力防災訓練は、来年度以降も毎年実施されますので、引き続
きご協力をよろしくお願いいたします。

　ハウス被覆材、農業用マルチ、肥料袋等、農業の現場では様々
なプラスチック・ビニール資材が使用されており、これらの製品は
使用後、「産業廃棄物」として、農業者が適正に処理することが義
務付けられています。
　今年もこれらの資材回収が行われ、約36トンが排出されました。
　回収された資材については、処理施設に運搬され、新たな資源
としてリサイクルされます。

農業用廃プラ回収
2022.11.7～8　旧JA新おたる赤井川事業所敷地内

宮坂建設工業株式会社へ感謝状贈呈
2022.11.9　赤井川村役場

　現在キロロリゾートのホテル改修業務に携わっている「宮坂建設
工業株式会社」による地域貢献活動として、赤井川小学校とカルデ
ラ公園の遊具塗装（10月17日・18日）を行っていただいたことに対し、
馬場村長より感謝状を贈呈いたしました。
　学校施設・公園施設の環境整備に貢献いただきありがとうござ
いました。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

第
26
回
赤
井
川
村
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会と　

き　

10
月
８
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

【
男
性
の
部
】（
ハ
ン
デ
な
し
）

▽
優
勝　

湯
澤　

幸
敏

　
　
　
　

ス
コ
ア
101

▽
２
位　

上
枝
美
喜
夫ス

コ
ア
104

▽
３
位　

白
石　

五
美ス

コ
ア
104

▽
４
位　

阿
部　

政
範ス

コ
ア
106

▽
５
位　

今
城　
　

豪ス
コ
ア
109

【
女
性
の
部
】（
ハ
ン
デ
な
し
）

▽
優
勝　

向
井
あ
ゆ
みス

コ
ア
121

▽
２
位　

前
田　

郁
子ス

コ
ア
130

▽
３
位　

今
城　

保
子ス

コ
ア
138

各
種
大
会
の
結
果

Topics

第52回赤井川村文化祭
2022.10.28～30　村体育館

　第52回赤井川村文化祭を開催しました。
　会場には保育所や小中学校、一般の方々からもたくさんの作品を
出品していただき、どの作品も素晴らしく、見応えのある展示にな
りました。会場には計277名の方が足を運んでくれました。
　今年は文化伝承教室を２年ぶりに実施することができました。今
回は石臼を用いたそば粉挽き体験を行い、児童は昔の生活の苦労
を知ることができました。
　出品していただいた皆様、準備・後片付けにご協力いただいた
皆様、ありがとうございました。
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整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

梶
木
あ
き
こ
氏
を
講
師
に
、
ひ

よ
こ
の
会
の
方
と
未
就
学
児
の

保
護
者
を
対
象
と
し
た
お
片
付

け
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
０
～

２
歳
か
ら
で
き
る
お
片
付
け
の

始
め
方
や
、
片
付
け
や
す
く
な

る
収
納
の
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な

　

り
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
15
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

■
場
所

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
講
師

　

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

梶
木
あ
き
こ
氏

■
料
金

　

無
料

■
対
象

　

ひ
よ
こ
の
会
の
方
、
未
就
学

　

児
の
保
護
者

■
申
込

　

参
加
人
数
把
握
の
た
め
、
参

　

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
健
康

　

支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
３
５

－

　

２
０
５
０
）
保
健
師
ま
で
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
て
い

ま
す
が
、
血
圧
が
高
め
の
方
は

こ
の
時
期
注
意
が
必
要
で
す
。

冬
は
血
圧
が
上
昇
す
る
傾
向
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
寒
さ

　

私
た
ち
の
身
体
は
、
寒
さ
を

　

感
じ
る
と
体
温
を
逃
が
さ
な

　

い
よ
う
に
血
管
が
収
縮
す
る

　

た
め
、
血
圧
が
上
昇
し
や
す

　

く
な
り
ま
す
。
暖
か
い
場
所

　

か
ら
寒
い
場
所
へ
移
動
し
た

　

時
の
寒
暖
差
は
、
血
圧
の
急

　

激
な
変
動
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

外
出
時
は
し
っ
か
り
と
防
寒

　

し
て
急
激
な
冷
え
を
防
ぎ
ま

　

し
ょ
う
。
ま
た
、
入
浴
時
は

　

脱
衣
所
と
浴
室
を
暖
め
て
、

　

寒
暖
差
を
小
さ
く
し
ま
し
ょ

　

う
。

■
運
動
不
足

　

冬
は
寒
さ
や
雪
か
ら
外
出
の

　

機
会
が
減
り
や
す
く
、
農
作

　

業
す
る
時
期
に
比
べ
て
運
動

　

量
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

　

冬
に
体
重
が
増
え
て
、
春
～

　

秋
に
体
重
が
戻
る
と
い
う
方

　

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

　

う
か
。
家
の
中
で
あ
れ
ば
ス

　

ト
レ
ッ
チ
や
踏
み
台
昇
降
、

　

そ
の
場
足
踏
み
な
ど
無
理
な

　

く
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て

　

み
ま
し
ょ
う
。
村
で
は
運
動

　

教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
是

　

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
食
生
活

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
、
新

　

年
会
な
ど
塩
分
の
多
い
食
事

　

や
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま
す
。

　

食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
に
注

　

意
し
ま
し
ょ
う
。
厚
生
労
働

　

省
の
「
日
本
人
の
食
事
摂
取

　

基
準
」
に
よ
る
と
、
１
日
の

　

食
塩
摂
取
量
の
目
標
値
は
男

　

性
７
．
５
ｇ
未
満
、
女
性
６
．

　

５
ｇ
未
満
で
す
が
、
平
均
値

　

は
男
性
10
．
９
ｇ
、
女
性
９
．

　

３
ｇ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ

　

ー
メ
ン
の
ス
ー
プ
を
半
分
残

　

す
（
約
△
２
ｇ
）、
濃
口
醤

　

油
か
ら
減
塩
醤
油
に
す
る（
大

　

さ
じ
１
約
△
１
．
１
ｇ
）、
梅

　

干
し
1
個
20
ｇ
を
半
分
に
す

　

る
（
約
△
２
．
２
ｇ
）、
醤

　

油
や
ソ
ー
ス
は
か
け
な
い
で

　

つ
け
る
、
な
ど
少
し
ず
つ
の

　

工
夫
で
無
理
な
く
減
塩
を
心

　

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と

血
管
が
脆
く
な
り
、
動
脈
硬
化

の
進
行
が
早
ま
っ
た
り
、
心
筋

梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
の
心
臓
病

の
発
症
頻
度
が
高
く
な
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

症
状
は
な
い
か
ら
…
と
思
っ
て

い
て
も
、
高
血
圧
は
サ
イ
レ
ン

ト
・
キ
ラ
ー
と
言
わ
れ
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
て
い
き

ま
す
。
健
康
診
断
を
受
け
た
り
、

定
期
的
に
血
圧
を
測
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
37
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
54
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
の
方
は
風
疹
の
定
期

予
防
接
種
の
対
象
者
と
し
て
追

加
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
31
年
2

月
予
防
接
種
法
施
行
令
改
正
）。

　

対
象
の
方
に
は
無
料
で
抗
体

検
査
や
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
、

令
和
2
年
度
に
郵
送
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
有

効
期
限
が
「
令
和
3
年
3
月
31

日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
者
へ
４
月
に
ご
案
内
の

文
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
の
上
、
是
非
検
査
及

び
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
再
発
行
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
方
は
お
持
ち
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

も
改
め
て
発
行
し
ま
す
の
で
保

健
福
祉
課
保
健
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　気温がマイナスになる日が増え、暖房が欠かせ
ない季節となりました。体調を整えて、良いお年
をお迎えください。

血
圧
上
昇
注
意

ひ
よ
こ
の
会

お
片
付
け
講
座

成
人
風
し
ん
抗
体
検
査
無
料

期
間
延
長
の
お
知
ら
せ
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る
た
め
、「
飲
酒
運
転
ゼ
ロ

　

ボ
ッ
ク
ス
」
に
よ
る
タ
イ
ム

　

リ
ー
な
飲
酒
運
転
の
情
報
提

　

供
等
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〇
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
、

　

登
山
計
画
書
を
提
出
し
ま
し

　

ょ
う
。

〇
単
独
で
の
登
山
は
避
け
ま
し

　

ょ
う
。

〇
万
全
の
装
備
と
余
裕
あ
る
食

　

料
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

〇
携
帯
電
話
を
持
ち
ま
し
ょ
う

〇
気
象
情
報
の
確
認
を
し
ま
し

　

ょ
う
。

〇
慎
重
な
行
動
を
心
が
け
ま
し

　

ょ
う
。

〇
ス
キ
ー
場
の
標
識
や
注
意
事

　

項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
12
月
７
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分

　
12
月
23
日
（
金
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

12
月
15
日
（
木
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
当
講
習（
２
時
間
）

　

12
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時

　

12
月
23
日
（
金
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

12
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時

　

12
月
23
日
（
金
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

　

10
月
30
日
（
日
）
に
火
災
予

防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
赤
井

川
消
防
団
に
よ
る
秋
季
各
戸

査
察
を
実
施
し
ま
し
た
。
査
察

で
は
、野
田
団
長
を
は
じ
め
25

名
の
消
防
団
員
が
赤
井
川
村
内

の
各
家
庭
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
し
た
。

　

詐
欺
電
話
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

セ
ミ
ナ
ー
（
12
月
）
開
催
の
お

知
ら
せ
で
す
。

■
日
時

　

12
月
15
日
（
木
）

　

午
後
３
時
か
ら
約
１
時
間

■
場
所

　

余
市
警
察
署
３
階
大
会
議
室

■
参
加
方
法

　

参
加
費
無
料

※
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

事
前
に
電
話
等
で
予
約
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

町
内
会
な
ど
に
出
向
い
て
開

　

催
す
る
「
出
張
セ
ミ
ナ
ー
」

　

も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

余
市
警
察
署
生
活
安
全
係

　

℡
２
２

－

０
１
１
０

　
（
内
線
２
６
１
・
２
６
２
）

■
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪

〇
飲
酒
は
安
全
運
転
に
必
要
な

　

情
報
処
理
能
力
、
注
意
力
、
判

　

断
能
力
を
低
下
さ
せ
、
運
転

　

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

　

重
大
事
故
に
繋
が
る
危
険
性

　

を
高
め
ま
す
。

〇
皆
さ
ん
一
人
一
人
が｢

飲
酒

　

運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

　

許
さ
な
い
、
見
逃
さ
な
い｣

　

こ
と
を
強
く
意
識
し
ま
し
ょ

　

う
。

■
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
以
外

　

も
処
罰
の
対
象

〇
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
だ
け

　

で
は
な
く
、
運
転
者
以
外
の

　

人
に
も
車
を
運
転
す
る
恐
れ

　

の
あ
る
人
に
お
酒
を
提
供
し

　

た
り
、
お
酒
を
飲
ん
で
い
る

　

人
に
車
を
提
供
し
た
り
、
飲

　

酒
運
転
の
車
に
同
乗
し
た
場

　

合
は
、
飲
酒
運
転
と
同
様
に

　

処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
飲
酒
運
転
情
報
の
提
供

〇
悪
質
な
飲
酒
運
転
を
根
絶
す

消
防
団
各
戸
査
察

運
転
免
許
更
新
時
講
習

冬
山
遭
難
の
防
止

詐
欺
電
話
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催

余
市
警
察
署
だ
よ
り

飲
酒
運
転
の
根
絶

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033
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療
養
解
除
日
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

広
報
あ
か
い
が
わ
11
月
号

（
６
９
０
号
）
に
掲
載
し
ま
し

た
「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
受
賞
作
品
の
中
で
稲

垣
賢
伍
さ
ん
の
作
品
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
通

り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

赤
井
川
郵
便
局
長
賞

　

稲
垣　

賢
伍
（
赤
小
３
年
）

　

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
訂
正

い
た
し
ま
す
。
大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆北後志消防組合の財政状況（令和４年度上半期予算執行状況）
１　令和４年度上半期（４月～９月）の予算の執行状況
 令和４年９月30日現在（単位：千円）

歳　入 歳　出
科　目 予算額 収入額 収入率 科　目 予算額 支出額 執行率

１ 分 担 金 及 び
負 担 金 1,246,252 621,394 49.9% １ 議 会 費 495 120 24.2%

２ 使 用 料 及 び
手 数 料 78 350 448.7% ２ 総 務 費 155,309 104,029 67.0%

３ 繰 越 金 63,132 63,131 100.0% ３ 消 防 費 1,090,813 457,935 42.0%

４ 諸 収 入 301 14,102 4685.0% ４ 公 債 費 62,966 31,496 50.0%

５ 予 備 費 380 0 0.0%

歳入合計 1,309,963 698,977 53.4% 歳出合計 1,309,963 593,580 45.3%

２　財産の現在高
　消防組合が管理する行政財産　（1）土地　1,954.87㎡、建物　6,778.79㎡

３　地方債の借入状況
 （単位：千円）

区　分  借 入 額

借　入　先

償還済額 現在
未償還額

財 務 省
財 政
融資資金

地方公共
団 体
金融機構

か ん ぽ
生命保険

全国自治
協 会

共 済
連 合 会 共済組合 北 海 道

信用金庫
備荒資金
組 合

本　部 322,400 230,600 5,400 0 0 0 0 0 86,400 275,519 46,881
余　市 201,100 0 0 0 0 0 0 0 201,100 80,725 120,375
古　平 28,600 0 0 0 0 0 0 0 28,600 17,881 10,719
積　丹 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
仁　木 233,500 194,100 0 0 0 0 0 0 39,400 167,209 66,291
赤井川 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合　計 785,600 424,700 5,400 0 0 0 0 0 355,500 541,334 244,266

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
訂
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
た
め
自
宅
で
療
養
さ
れ
て

い
る
方
向
け
の
「
療
養
解
除
日

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
、
北

海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

　

症
状
の
有
無
や
発
症
日
等
を

入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
療
養

解
除
日
（
外
出
等
通
常
の
生
活

が
可
能
と
な
る
日
）
の
目
安
や

考
え
方
に
つ
い
て
ご
案
内
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
参
考
と
し
て

く
だ
さ
い
。

※
札
幌
市
、
旭
川
市
、
函
館
市
、

　

小
樽
市
へ
お
住
ま
い
の
方
で

　

詳
細
の
確
認
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
、
各
保
健
所
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
詳
細
に
つ
い
て
は
道
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

https://covid-19-ryouyo-

　

calendar-hkd.jp

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
部
感
染
症
対
策
局

　

感
染
症
対
策
課
保
健
所
支
援

　

係

　

℡
０
１
１

－

２
０
６

－

０
１
９
３
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村
で
は
、
原
油
価
格
高
騰
に

伴
う
光
熱
費
の
価
格
高
騰
に
対

す
る
経
済
的
支
援
を
目
的
と
し

て
、
一
世
帯
最
大
４
万
円
の
給

付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
要
件
１

　

基
準
日
（
令
和
４
年
９
月
１

　

日
現
在
）
に
お
い
て
、
村
の

　

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

　

て
い
る
方
の
世
帯

■
要
件
２

　

令
和
３
年
中
の
所
得
が
９
６

　

０
万
円
を
超
え
る
方
が
い
な

　

い
世
帯

■
要
件
３

　

生
活
保
護
世
帯

■
要
件
４

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
住
民
が

　

い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯

■
要
件
５

　

65
歳
未
満
の
住
民
が
い
る
住

　

民
税
非
課
税
世
帯

■
要
件
６

　

障
が
い
者
の
住
民
が
い
る
住

　

民
税
非
課
税
世
帯

■
要
件
７

　

中
学
生
ま
で
の
子
が
い
る
世
帯

　

既
に
世
帯
主
様
宛
に
案
内
を

郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は

同
封
の
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
申
請
期
間
は
令
和
４

年
12
月
30
日
（
金
）
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
住
民
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１（
代
表
）

　
　

４
８

－

６
２
７
８（
直
通
）

12
月
29
日　

み
ず
の
歯
科
医
院

℡
２
２

－

２
０
３
０

12
月
30
日　

積
丹
町
歯
科
診
療
所

℡
４
４

－

２
２
４
７

12
月
31
日　

ト
リ
ヰ
歯
科
医
院

℡
２
２

－

５
５
５
５

１
月
１
日　

て
ら
デ
ン
タ
ル
ク

　
　
　
　
　

リ
ニ
ッ
ク

℡
２
３

－

４
６
１
８

１
月
２
日　

仁
木
フ
ル
ー
ツ
の

　
　
　
　
　

里
歯
科

℡
３
２

－

３
７
４
４

１
月
３
日　

原
歯
科

℡
２
２

－

７
３
０
１

※
診
療
時
間
は
午
前
９
時
～
正

　

午
ま
で
で
す
。

INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

原
油
価
格
高
騰
対
策
支
援

給
付
金
の
申
請
を
受
付
中

■年末年始の施設別休務期間
施設名 12月28日 12月29日 12月30日 12月31日 1月1日～1月3日 1月4日 1月5日 1月6日

役場
健康支援センター 御用納め 御用始め

赤井川診療所 午後から
休診

生活改善センター

体育館

一般廃棄物最終処分場

ごみの収集 12月31日までは、　 　　　　　
通常通りごみの収集を行います。

1月4日からは、　　　　　　
通常どおりゴミの収集を行います。

※灰色部分は休務日です。
　赤井川診療所については、12月29日の午後より休診となります。
※し尿収集業務は12月31日（土）～１月５日（木）までお休みです。
　赤井川村内の年内のし尿回収はお配りしているカレンダーどおりです。

年
末
年
始
緊
急

当
番
歯
科
医
院

年
末
年
始
休
務
の
お
知
ら
せ
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〇
申
請
日
に
満
65
歳
以
上
で
あ

　

る
。

〇
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の

　

対
象
と
な
ら
な
い
。

〇
補
聴
器
を
こ
れ
か
ら
新
し
く

　

購
入
す
る
。

※
必
ず
購
入
前
に
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い
。

【
手
続
き
の
流
れ
】

１
．
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
に
申

　

請
書
を
出
し
ま
す
。

　

①
印
鑑
、
②
購
入
す
る
補
聴

の
「
見
積
書
」
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

２
．
決
定
と
な
っ
た
ら
、
補
聴

　

器
を
買
い
ま
す
。

　

役
場
か
ら
通
知
書
が
届
い
た

ら
、
補
聴
器
を
買
い
ま
す
。

　

必
ず
「
領
収
書
」
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

３
．
買
っ
た
あ
と
は
、
も
う
い
ち

　

ど
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

①
印
鑑
、
②
購
入
し
た
補
聴

器
の
「
領
収
書
」
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

４
．
お
振
り
込
み

　

手
続
き
を
し
て
か
ら
、
１
ヶ

月
ほ
ど
で
助
成
金
が
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

　

お
手
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

窓
口
ま
た
は
左
記
の
担
当
ま
で

お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

村
税
等
の
集
合
徴
収

の
お
知
ら
せ

左
記
の
と
お
り
、

第
５
期
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

12
月
26
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

◆
対
象
地
区

　

都
・
曲
川
・
明
治
・
落
合
・

　

常
盤
地
区

◆
場
所　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

※
対
象
地
区
以
外
の
方
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

※
税
以
外
の
公
共
料
金
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

　

集
合
徴
収
を
ご
利
用
予
定
の

方
で
開
場
時
間
中
に
来
場
が
困

難
な
場
合
は
、
当
日
午
前
10
時

ま
で
に
住
民
課
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
頂
け
ま
し
た
ら
、
開
場
時

間
外
で
の
戸
別
訪
問
に
よ
り
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い

軽
・
中
等
度
の
難
聴
を
も
つ
高

齢
の
方
へ
、
補
聴
器
の
購
入
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

◇
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

　

方
が
対
象
で
す
。

〇
赤
井
川
村
に
住
所
を
有
し
、

　

現
に
居
住
し
て
い
る
。

補
聴
器
の
購
入
助
成
金

　

仁
木
町
が
運
行
す
る
「
ニ
キ

バ
ス
」
及
び
余
市
町
内
を
循
環

す
る
「
余
市
循
環
線
」
が
仁
木

町
・
余
市
町
に
お
住
い
の
方
に

限
ら
ず
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　

運
行
ダ
イ
ヤ
、
運
賃
、
余
市

駅
前
の
乗
り
場
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

■ニキバスについて
停車時刻　（余市駅前発～余市協会病院方面行き）
停車場所 １便 ３便 ５便 ７便
余市駅前 ７：２７ ９：２３ １３：４３ １７：３３

停車場所（乗り場）　１番線乗り場（「むらバス」と同じです。）
停車時刻　（余市協会病院発～余市駅前方面行き）
停車場所 ２便 ４便 ６便 ８便
余市協会病院 ７：３７ １１：５７ １５：４７ １７：４７
停車場所（乗り場）　「余市協会病院前」バス停です。
運賃　　　　２００円

※詳細は下記の担当までお問い合わせください。
　仁木町企画課未来創生係　℡３２－３９５３

■余市循環線について
停車時刻　（余市駅前発～余市協会病院方面行き）　【平日ダイヤ】
停車場所 １便 ２便 ３便 ５便 ６便 ７便
余市駅前 ７：３３ ８：３２ ９：４０ １１：１５ １３：１５ １５：５５

停車場所（乗り場）　２番線乗り場
停車時刻　（余市協会病院発～余市駅前方面行き）　【平日ダイヤ】
停車場所 １便 ２便 ３便 ５便 ６便 ７便
余市協会病院 ７：４７ ８：４６ ９：５４ １１：２９ １３：２９ １６：０９
停車場所（乗り場）　「余市協会病院前」バス停です。
運賃　　　　２００円

※詳細は下記の担当までお問い合わせください。
　余市町総務部企画政策課　℡２１－２１１７
※上記のダイヤは、令和４年12月１日～令和５年３月31日までのものです。

ニ
キ
バ
ス
・
余
市
循
環
線
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
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赤
井
川
村
職
員
表
彰
規
定
に

基
づ
き
、
左
記
の
職
員
に
勤
続

15
年
の
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、

職
務
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
受
賞
者

　

須
藤　

雅
俊
さ
ん

（
総
務
課
財
務
係
・
係
長
）

　

成
人
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
成
人
式
に
ご
案
内
を
予

定
し
て
い
る
方
は
、
平
成
14
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

『
村
内
に
住
所
が
あ
る
方
』
又

は
『
赤
井
川
中
学
校
卒
業
生
の

方
々
』
で
す
。

　

成
人
式
は
令
和
５
年
１
月
８

日
（
日
）
午
前
11
時
よ
り
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
執
り
行
い

ま
す
。
詳
細
は
対
象
者
宛
に
別

途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料は、退職（失業）による特例免除があります
　国民年金には保険料納付が困難な方で本人、配偶者、世帯主の前年度の所得が一定額以下の方が申請するこ
とで、国民年金の保険料が免除される制度があります。（一部納付制度もありますが、この場合は保険料の一部
を納付しなければ未納期間となります。）
　ただし、失業、倒産、事業の廃止（※１）、天災などが原因で所得が無くなったことにより国民年金の保険料
が納付できない方は、その事実が確認できる公的機関の証明書等（※２）の写しを添付していただくと、その方
の前年度所得は審査対象外となります。
※１免除を申請する日の属する年度またはその前年度に失業（離職）された方が対象です。
※２「雇用保険受給資格者証」「雇用保険被保険者離職票」「離職者支援資金の貸付決定通知」など

　申請はお住いの市（区）町村の国民年金担当窓口及び年金事務所で行ってください。なお、申請の際には公的
機関の証明書のほかに、年金手帳または基礎年金番号のわかるものが必要です。
※令和元年10月30日からは、マイナンバーによる行政機関間の情報連携の仕組みを活用し、審査に必要な住民
　票情報及び所得情報を確認します。
　詳しくは、小樽年金事務所（電話0134-65-5003）までお問い合わせください。

年金だより

申請者（本人）の前年度所得 配偶者の前年度所得 世帯主の前年度所得

一般の免除申請 審査対象 審査対象 審査対象
申請者（本人）が失業したことによる特例申請 審査対象外 審査対象 審査対象
※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。

◆
開
催
月
日
／
10
月
28
日

◆
会
議
案
件

◇
赤
井
川
村
農
業
労
務
標
準
賃

　

金
等
の
決
定
に
つ
い
て

◇
農
業
振
興
施
策
の
強
化
・
充

　

実
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

　

て
◇
赤
井
川
村
農
業
労
務
標
準
賃

　

金
に
つ
い
て

　

本
年
度
は
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
改
定
が
あ
っ
た
た
め
、
赤

井
川
村
農
業
労
務
標
準
賃
金
を

下
記
の
と
お
り
設
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
賃
金

〇
パ
ー
ト
１
時
間　

９
２
０
円

〇
日
額　

７
，
３
６
０
円

■
労
働
時
間

　

水
田
・
畑
作
共
通　

８
時
間

■
昼
食

　

昼
食
持
参

■
送
迎

　

雇
用
主
負
担

■
休
憩

　

昼
時
間
１
時
間

■
休
息

　

午
前
・
午
後
各
15
分

　

赤
井
川
村
農
業
労
務
標
準
賃

金
は
あ
く
ま
で
標
準
的
な
目
安

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
当
事
者
間
で
の

話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数 

売
買
希
望　

９
件

 

買
受
希
望　

２
件

 

（
令
和
４
年
11
月
14
日
現
在
）

◇
適
正
な
農
地
利
活
用
に
つ
い
て

　

農
地
は
、
食
料
を
生
産
す
る

た
め
に
重
要
な
土
地
の
一
つ
で

す
。
農
地
で
の
危
険
な
行
為
や

農
作
物
の
盗
難
等
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
30
回

お

知

ら

せ

村
勤
続
15
年
表
彰
受
賞

成
人
式
の
お
知
ら
せ
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暴
風
雪
は
、
北
海
道
付
近
を

発
達
し
た
低
気
圧
が
通
過
す
る

時
や
強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
の

時
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

　

暴
風
雪
の
時
に
は
、
屋
外
で

の
行
動
は
非
常
に
危
険
な
状
態

と
な
り
ま
す
。

〇
雪
で
数
メ
ー
ト
ル
先
も
見
え

　

な
く
な
り
、
方
向
感
覚
を
失

　

っ
て
、
自
分
の
い
る
場
所
が

　

分
か
ら
な
く
な
る

〇
風
と
雪
に
よ
っ
て
体
の
熱
が

　

奪
わ
れ
る
と
、
体
温
が
急
激

　

に
低
下
す
る

〇
吹
き
だ
ま
っ
た
雪
で
車
の
マ

　

フ
ラ
ー
や
家
の
暖
房
等
の
給

　

排
気
口
が
塞
が
る
と
、
一
酸

　

化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す
可
能

　

性
が
あ
る

〇
暴
風
や
飛
散
物
等
に
よ
っ
て

　

電
線
が
切
れ
る
と
、
停
電
と

　

な
り
、
照
明
や
暖
房
が
使
え

　

な
く
な
る

　

晴
天
か
ら
悪
天
へ
と
天
気
が

急
変
す
る
よ
う
な
場
合
は
被
害

が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
晴

れ
て
い
る
と
き
で
も
、
最
新
の

気
象
情
報
や
天
気
予
報
を
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
気
象
台
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
す
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
重
大
な
災
害
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
「
暴
風
雪

警
報
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場

合
で
、「
数
年
に
一
度
の
猛
吹

雪
」「
外
出
を
控
え
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
あ
る

場
合
は
、
外
出
を
取
り
や
め
る

な
ど
の
対
策
を
検
討
し
ま
し
ょ

う
。

◇
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
こ
ち
ら
か

　

ら
確
認
で
き
ま
す
。

　

https://w
w

w
.jm

a-net.go.j

　

p/sapporo/bosai/publica

　

tion/boufusetsu/boufuse

　

tsu.htm
l

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
防
災
調
査
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
４
９

暴
風
雪
へ
の
備
え

　
◇
令
和
４
年
度
地
方
財
政
・
金

　

融
緊
急
講
習
会

　
（
11
月
14
日
）

　

北
海
道
の
幹
部
職
員
の
ほ
か
、

北
海
道
内
の
市
町
村
長
、
議
会

議
員
を
対
象
と
し
た
講
習
会
が

札
幌
市
の
北
海
道
第
二
水
産
ビ

ル
に
て
開
催
さ
れ
約
１
０
０

名
近
い
参
加
が
あ
り
、
赤
井
川

村
議
会
も
出
席
し
ま
し
た
。
小

玉
副
知
事
の
挨
拶
後
に
『
地
方

行
財
政
の
展
望
』
に
つ
い
て
は

総
務
省
の
内
藤
総
務
審
議
官
よ

り
、『
北
海
道
経
済
の
現
状
と

今
後
の
展
望
』
に
つ
い
て
は
日

本
銀
行
の
松
野
札
幌
支
店
長
よ

り
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
藤
審
議
官
か
ら
は
、
国
で

推
進
し
て
い
る
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
と

し
て
特
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
構
築

を
主
と
し
た
テ
ー
マ
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
向
上
の

ほ
か
、
各
市
町
村
ご
と
に
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
情
報
シ
ス

テ
ム
の
仕
様
を
統
一
す
る
取
組

を
計
画
し
て
い
る
な
ど
、
国
と

地
方
公
共
団
体
相
互
の
役
割
の

在
り
方
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

松
野
支
店
長
か
ら
は
、
過
去

17
年
の
国
や
北
海
道
、
そ
の
他

地
域
と
の
経
済
成
長
率
デ
ー
タ

を
比
較
分
析
し
、
こ
れ
か
ら
の

北
海
道
の
経
済
成
長
へ
の
期
待

の
ほ
か
、
近
年
消
費
者
物
価
指

数
が
急
上
昇
し
て
い
る
情
勢
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
金
利
に
つ

い
て
は
大
き
な
変
化
見
込
み
が

な
い
な
ど
、
今
後
の
賃
上
げ
状

況
や
人
材
不
足
に
よ
る
経
営
圧

迫
な
ど
各
種
課
題
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
は
村
議
会
と

し
て
、
地
域
経
済
の
把
握
は
重

要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

今
後
の
村
の
政
策
に
つ
い
て
確

認
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

赤井川村
議会からの
お知らせ

講演会の様子

　

７
月
下
旬
に
住
民
の
皆
さ

ま
（
５
月
１
日
現
在
で
赤
井
川

村
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
限
り

ま
す
）
お
一
人
に
つ
き
１
冊
お

送
り
し
た
「
赤
井
川
村
地
域
農

畜
産
物
地
産
地
消
応
援
ク
ー
ポ

ン
（
以
下
応
援
ク
ー
ポ
ン
）」
は
、

村
内
の
店
舗
や
農
産
物
直
売
所

な
ど
事
前
登
録
さ
れ
た
事
業
者

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

使
用
期
限
は
令
和
４
年
12
月

31
日
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的

に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

利
用
可
能
事
業
者
は
地
産
地

消
ク
ー
ポ
ン
に
同
封
し
た
ほ
か
、

赤
井
川
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

地
産
地
消
ク
ー
ポ
ン
は

12
月
末
が
使
用
期
限
で
す※利用可能事業者にはこの認定証があり

　ます。



16� 広報あかいがわ　2022.12.1

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
況

　

全
国
各
自
治
体
に
お
い
て
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」。
昨
年
度
は
、

全
国
各
地
か
ら
２
万
９
千
件
を

超
え
る
寄
付
者
の
皆
様
か
ら
、

４
億
３
千
万
円
と
前
年
を
上
回

る
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
増
加
し
て

い
る
理
由
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

う
「
巣
ご
も
り
需
要
」
を
背
景

に
地
域
特
産
品
と
し
て
の
「
お

礼
の
品
」
が
好
評
で
あ
る
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
都
市
部

の
方
々
に
お
い
て
、
市
町
村
合

併
を
経
る
こ
と
な
く
、
自
律
の

道
を
歩
み
続
け
て
い
る
「
小
さ

な
村
」
を
応
援
し
た
い
と
い
う

“
お
気
持
ち
”
が
あ
る
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し

　

て
４
つ
の
使
途
に
活
用

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る

さ
と
納
税
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

募
集
費
用
、
お
礼
の
品
に
関
す

る
経
費
や
管
理
経
費
を
除
き
、

村
の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
３
年
度
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
充
当
し
た
主
な
事
業

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
子
育
て
支
援

〇
保
育
料
、
子
ど
も
医
療
費
、

　

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業　

〇
放
課
後
子
ど
も
教
室
運
営
事
業

〇
学
校
修
学
旅
行
バ
ス
代
、
中

　

体
連
等
参
加
助
成
金　

ほ
か

②
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
支
援

〇
カ
ル
デ
ラ
温
泉
無
償
化
、
送

　

迎
バ
ス
運
行
事
業

〇
悠
楽
学
園
大
学
開
催
事
業

〇
高
齢
者
冬
期
生
活
支
援
助
成

　

事
業　

ほ
か

③
美
し
い
村
づ
く
り

〇
花
い
っ
ぱ
い
運
動
事
業　

〇
カ
ル
デ
ラ
太
鼓
保
存
会
運
営

　

事
業

〇
美
し
い
村
連
合
加
盟
事
業

〇
小
公
園
管
理
事
業　

ほ
か

④
新
規
就
農
支
援

〇
新
規
就
農
研
修
事
業　

〇
新
規
就
農
土
地
賃
貸
借
助
成

　

事
業　

〇
新
規
就
農
ハ
ウ
ス
助
成
事
業

　

ほ
か

■
公
共
交
通
で
村
の
未
来
を
つ
な
ぐ

　

令
和
３
年
度
は
、
赤
井
川

村
公
共
交
通
バ
ス
購
入
費
に

ご
支
援
い
た
だ
き
た
く
、
公
共

交
通
で
村
の
未
来
を
つ
な
ぐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ガ
バ
メ
ン

ト
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
）
に
取
り
組
み
、
全
国
各
地

の
皆
様
か
ら
地
域
課
題
に
対
す

る
共
感
を
い
た
だ
き
、
目
標

額
の
５
０
０
万
円
を
上
回
る
、

３
０
０
名
以
上
の
方
に
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
終
わ
り
に

　

交
流
人
口
、
定
住
人
口
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
き
っ
か

け
に
、
全
国
各
地
の
皆
さ
ん
に

北
海
道
赤
井
川
村
の
村
づ
く

り
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
村
の

施
策
に
も
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
く
「
関
係
人
口
創
出
」
へ
の

取
り
組
み
も
展
開
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
関
係
事
業

者
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
実

際
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
を
村
に
ご
招
待
す

る
な
ど
、“
お
金
”
と
“
も
の
”

の
流
れ
に
加
え
、”
ひ
と
”
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

　

ジ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
！

　

す
べ
て
を
ご
紹
介
し
き
れ
ま

　

せ
ん
が
、
一
部
に
つ
い
て
ご

　

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
赤

　

井
川
村
と
ご
縁
が
で
き
、
今

　

年
１
年
楽
し
み
が
で
き
ま
し

　

た
。
村
民
の
皆
様
の
生
活
環

　

境
向
上
に
少
し
で
も
寄
与
で

　

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
東

　

京
都
）

〇
何
回
か
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ

　

い
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
親

　

切
・
迅
速
に
対
応
し
て
く
だ

　

さ
り
、
赤
井
川
村
に
と
て
も

　

好
印
象
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
も
返
礼
品
と
一
緒

　

に
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ポ
ス

　

ト
カ
ー
ド
も
と
て
も
素
敵
で
、

　

今
で
も
大
事
に
し
て
お
り
ま

　

す
。
い
つ
か
旅
行
で
訪
れ
て

　

み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
静

　

岡
県
）

〇
子
育
て
環
境
へ
の
支
援
が
手

　

厚
く
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

　

ど
の
地
域
も
、
こ
の
よ
う
に

　

み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て
る

　

よ
う
な
暖
か
い
支
援
が
あ
る

　

と
い
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
赤
井
川
村
か
ら
全
国
へ
、

　

も
っ
と
も
っ
と
こ
の
素
晴
ら

　

し
さ
を
発
信
し
て
い
た
だ
き

　

た
い
で
す
。（
埼
玉
県
）

〇
今
回
の
事
で
、
初
め
て
赤
井

　

川
村
を
知
り
ま
し
た
。
冬
は

　

通
学
や
通
院
が
大
変
だ
ろ
う

　

と
思
い
ま
す
。
暖
か
い
バ
ス

　

の
車
内
で
通
う
こ
と
が
出
来

　

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
広

　

島
県
）

〇
昨
年
は
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

　

と
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
の
セ

　

ッ
ト
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

と
っ
て
も
美
味
し
か
っ
た
で

　

す
。
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
村

　

が
ど
ん
な
風
に
寄
付
金
を
使

　

っ
て
い
る
の
か
分
か
り
楽
し

　

く
拝
見
し
ま
し
た
。
留
学
で

　

き
る
の
が
羨
ま
し
い
！
コ
ロ

　

ナ
が
早
く
収
束
し
て
ま
た
交

　

流
が
再
開
で
た
ら
い
い
で
す

　

ね
！（
熊
本
県
）

※
バ
ス
車
内
掲
示
銘
板
の
お
礼

　

の
品
を
選
択
さ
れ
た
寄
附
者

　

の
方
を
、
む
ら
バ
ス
車
内
に

　

掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

ふるさと納税の現況について
全国各地から応援をいただいています



17 広報あかいがわ　2022.12.1

INFORMATION



18� 広報あかいがわ　2022.12.1

お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇ 

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇ 

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇ 

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※ 

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※ 

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雪
の

日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
30
％
・
平
30
％
・

　

低
40
％

◇
降
水
量

－

高
40
％
・
平
30
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2022.10.18 0.052 くもり
10.21 0.051 晴れ
10.25 0.052 くもり
10.28 0.050 くもり
11.1 0.051 晴れ
11.4 0.051 くもり
11.8 0.052 くもり

11.11 0.051 くもり
※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

12
月
の
気
象
情
報

　

余
市
町
に
あ
る
「
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し

り
べ
し
」
は
、
障
が
い
や
病
気
、

ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方

を
対
象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇

活
動
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
交

流
な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
回

復
の
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
赤
井
川
村
の

当
事
者
の
方
も
リ
カ
バ
リ
ー
し

り
べ
し
を
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
定
期

的
に
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
の

メ
ン
バ
ー
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が

赤
井
川
村
に
伺
い
、
出
張
交
流

会（
共
生
型
地
域
交
流
サ
ロ
ン
）

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
出
張
交
流
会
（
共
生
型

地
域
交
流
サ
ロ
ン
）
は
、
当
事

者
同
士
の
新
た
な
仲
間
づ
く
り

や
居
場
所
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

障
が
い
や
病
気
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
じ
地
域
で
暮
ら
す

村
民
同
士
が
気
軽
に
集
い
、
交

流
を
通
じ
て
、
相
互
理
解
を
深

め
る
た
め
の
場
に
な
る
こ
と
を

意
図
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
居
場

所
で
色
々
な
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
方
、
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ

し
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ
の

機
会
に
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
15
日
（
木
）

　
午
後
１
時
15
分
～
午
後
３
時
15
分

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
楽
室

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

　

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

　

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

　

さ
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の

　

家
族
、
ま
た
は
、
村
民
同
士

　

で
気
軽
に
集
ま
り
交
流
し
た

　

い
地
域
住
民
の
方

■
内
容

　

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

　

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

　

り
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

〇
Ｎ
Ｐ
О
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し

　

℡
２
３

－

７
３
６
０

　

余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番

　

地
26

■
日
時

　

12
月
21
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

開
催
の
お
知
ら
せ
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人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９９０ ２８ １，０１８ △６

男 ５００ １３ ５１３ △７

女 ４９０ １５ ５０５ ＋１

世帯数 ５１７ ２４ ５４５ △３

※令和４年10月31現在

住
民
の
ま
ど

 〈
10
月
15
日
～
11
月
14
日
届
出
〉

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

　

板
東　

俊
二
さ
ん　

90
歳　

母
沢

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

 

〈
10
月
15
日
～
11
月
14
日
〉

（
10
月
）

16
日
◇
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
協
会
全
国
研
修

　
　
　

会
／
大
樹
町
・
上
士
幌

　
　
　

町
・
新
得
町
／
～
18
日

19
日
◇
地
域
公
共
交
通
に
関
す

　
　
　

る
勉
強
会
（
ｗ
ｅ
ｂ
参

　
　
　

加
）／
字
赤
井
川

20
日
◇
全
国
道
路
利
用
者
会
議

　
　
　

第
72
回
全
国
大
会
・
北

　
　
　

海
道
雪
対
策
協
議
会
令

　
　
　

和
４
年
度
定
期
総
会
／

　
　
　

札
幌
市

21
日
◇
小
樽
市
市
制
施
行
百
周

　
　
　

年
記
念
式
典
／
小
樽
市

22
日
◇
自
由
民
主
党
政
経
セ
ミ

　
　
　

ナ
ー
／
札
幌
市

24
日
◇
議
会
協
議
会
／
字
赤
井
川

25
日
◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
第
２
回
定

　
　
　

例
会
／
小
樽
市

　
　

◇
北
し
り
べ
し
定
住
自
立

　
　
　

圏
首
長
会
議
／
小
樽
市

26
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
教
育
セ
ン
タ
ー
議

　
　
　

会
／
倶
知
安
町

　
　

◇
石
狩
森
林
管
理
署
長
来

　
　
　

庁
懇
談
／
字
赤
井
川

27
日
◇
北
海
道
町
村
会
政
策
懇

　
　
　

談
会
／
札
幌
市

28
日
◇
令
和
４
年
度
道
路
関
係

　
　
　

及
び
北
海
道
新
幹
線
に

　
　
　

係
る
秋
季
要
望
（
中
央

　
　
　

要
望
）／
東
京
都

31
日
◇
北
海
道
原
子
力
防
災
訓

　
　
　

練
／
字
赤
井
川

（
11
月
）

１
日
◇
赤
井
川
中
学
校
総
合
的

　
　
　

な
学
習
の
時
間
講
師
／

　
　
　

字
赤
井
川

２
日
◇
令
和
３
年
度
決
算
特
別

　
　
　

委
員
会
／
字
赤
井
川

４
日
◇
第
２
回
後
志
広
域
連
合

　
　
　

会
議
／
倶
知
安
町

　
　

◇
札
幌
地
区
国
有
林
野
等

　
　
　

所
在
市
町
村
長
有
志
協

　
　
　

議
会
（
石
狩
・
空
知
地

　
　
　

区
）／
札
幌
市

　
　

◇
舟
橋
利
実
政
経
セ
ミ
ナ

　
　
　

ー
／
札
幌
市

７
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
区
会
懇
談
会
（
中
央
区

　
　
　

会
・
母
沢
区
会
）／
字

　
　
　

赤
井
川

８
日
◇
区
会
懇
談
会
（
日
ノ
出

　
　
　

区
会
）／
字
赤
井
川

９
日
◇
宮
坂
建
設
地
域
貢
献
事

　
　
　

業
感
謝
状
贈
呈
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
東
成
瀬
村
よ
り
講
師
来

　
　
　

村
教
育
研
究
会
／
赤
井

　
　
　

川
村
内
／
～
10
日

10
日
◇
区
会
懇
談
会
（
共
栄
区

　
　
　

会
・
富
田
区
会
・
旭
丘

　
　
　

区
会
）／
字
赤
井
川

11
日
◇
北
海
道
「
命
の
み
ち
」

　
　
　

づ
く
り
を
求
め
る
東
京

　
　
　

大
会
事
前
打
合
せ
／
字

　
　
　

赤
井
川

14
日
◇
地
方
行
財
政
・
金
融
講

　
　
　

演
会
／
札
幌
市

　
　

◇
区
会
懇
談
会
（
曲
川
区

　
　
　

会
・
１
都
区
会
・
２
都

　
　
　

区
会
）／
字
都

４
日
◇
指
名
競
争
入
札

５
日
◇
令
和
４
年
度
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

表
彰
式

７
日
◇
土
木
工
事
検
定

11
日
◇
議
会
協
議
会

14
日
◇
入
札

17
日
◇
税
に
関
す
る
書
道
審
査
会

　
　

◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

21
日
◇
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
花
き
部

　
　
　

会
研
修
会

24
日
◇
議
会
協
議
会

25
日
◇
教
育
委
員
会
議

　
　

◇
農
業
委
員
会
意
見
交
換
会

26
日
◇
入
札

　
　

◇
第
２
回
学
校
運
営
協
議

会

28
日
◇
第
30
回
農
業
委
員
会
総
会

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女

子
）・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
（
一
般
）
を
募
集
し

ま
す
。

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

■今月の表紙
　今月の表紙は、都小学校学習発表会＆
もちつき集会からの１枚です。
　もちつき集会は約３年ぶりの開催となりま
した。学習発表会終了後にお餅をつき、つ
きたてのお持ちをお雑煮などにして児童や保
護者の皆さんは美味しそうに食べていました。
　早くから準備をされていた保護者の皆さ
ま、児童の皆さんお疲れさまでした。

む
ら
の
日
誌（
10
月
）

自
衛
官
募
集
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